
今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
調
査
研
究
結
果
を
踏
ま

え
、
本
町
に
お
け
る
適
正
規
模

の
あ
り
方
に
つ
い
て
基
本
的
な

考
え
方
を
整
理
し
ま
す
。
そ
し

て
、「
久
米
島
町
幼
小
中
学
校

適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
関
す

る
基
本
方
針
」
及
び
「
学
校
再

編
計
画
」
の
策
定
に
向
け
、
具

体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
幅

広
い
年
代
が
参
加
で
き
る
よ
う

に
各
種
講
座
を
開
催
し
、
町
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
習
機
会

の
創
出
と
充
実
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
文

化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
、
生
活

文
化
の
振
興
を
目
的
と
し
た
活

動
を
行
っ
て
い
る
各
社
会
教
育

団
体
の
活
動
を
引
き
続
き
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

久
米
島
高
校
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、「
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」、「
離
島
留
学
」、

「
町
営
塾
お
よ
び
中
学
校
ま
な

び
や
」
の
３
つ
の
柱
に
沿
っ
た

取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
く

と
と
も
に
、
生
徒
や
保
護
者
だ

け
で
な
く
地
域
に
対
し
て
も
取

り
組
み
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、

広
報
や
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、
町

民
が
文
化
活
動
に
親
し
め
る
よ

う
、
久
米
島
町
文
化
協
会
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
関
連
行
事

の
活
性
化
を
促
進
し
、
文
化
活

動
の
充
実
と
発
展
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

文
化
財
保
護
に
関
し
て
は
、

久
米
の
五
枝
の
マ
ツ
の
松
く
い

虫
防
除
対
策
や
、
災
害
に
よ
り

毀
損
し
た
宇
江
城
城
跡
、
具
志

川
城
跡
の
修
復
を
進
め
る
ほ

か
、
伊
敷
索
城
跡
に
つ
い
て
も

調
査
を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

博
物
館
で
は
、
収
蔵
資
料
の

保
存
管
理
を
は
じ
め
、
各
種
展

示
会
の
ほ
か
、
町
民
や
児
童
生

徒
を
対
象
と
し
た
講
座
や
教
室

を
開
催
し
、
歴
史
や
文
化
に
関

す
る
情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
古
文
書
の
保

存
・
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、

過
去
に
修
復
に
成
功
し
た
上
江

洲
家
の
古
文
書
が
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま

だ
数
多
く
存
在
す
る
古
文
書
の

修
復
に
向
け
て
、
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
史
編
集
に
つ
い
て
は
、
現

在
「
考
古
編
」、「
文
献
資
料

編
」、「
自
然
編
」
の
３
つ
の
編

集
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
、
編
集
計
画
に
基
づ
い

て
調
査
お
よ
び
資
料
の
収
集
を

行
い
、
刊
行
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ホ
タ
ル
館
で
は
、
豊
か
な
自

然
環
境
を
後
世
に
遺
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
多
く
の
皆
様
に

島
の
貴
重
な
自
然
環
境
に
つ
い

て
知
り
、
学
ぶ
機
会
を
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。

公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
地

域
経
済
の
振
興
と
地
元
企
業
の

育
成
を
図
る
た
め
、
地
元
の
企

業
で
対
応
で
き
る
も
の
は
優
先

的
に
地
元
企
業
へ
発
注
す
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

県
発
注
工
事
に
つ
い
て
も
同
様

の
取
り
組
み
を
行
う
よ
う
要
請

し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
大

原
ビ
ー
チ
線
、
宇
江
城
城
址
線

お
よ
び
比
嘉
６
号
線
の
道
路
整

備
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

計
画
的
に
進
め
て
い
る
橋
梁
保

全
に
つ
い
て
は
、
２
橋
の
補
修

工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
基
盤
整
備
に
関
し
て

は
、
清
水
地
区
の
水
質
保
全
対

策
事
業
を
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
新
規

採
択
で
進
め
て
い
る
山
城
地
区

の
法
面
崩
落
対
策
に
つ
い
て

は
、
実
施
設
計
に
取
り
組
む
予

定
で
す
。

漁
港
整
備
に
つ
い
て
は
、
補

助
事
業
の
採
択
や
漁
業
者
の
就

労
環
境
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
激
甚
化
・
頻
発
化

す
る
自
然
災
害
に
対
応
す
る
た

め
の
施
設
整
備
や
、
災
害
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
の
事
業
に

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

次
世
代
産
業
の
誘
致
に
つ
い

て
は
、
沖
縄
県
が
推
進
す
る
海

の
恵
み
を
利
用
し
た
持
続
可
能

な
社
会
経
済
開
発
「
ブ
ル
ー
エ

コ
ノ
ミ
ー
」
を
先
導
す
る
地
域

と
し
て
、
島
の
資
源
で
あ
る
海

洋
深
層
水
を
活
用
し
た
新
た
な

産
業
創
出
の
展
開
が
必
要
で
す
。

令
和
５
年
度
よ
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
委
託
事
業
と
し
て
パ
ラ

オ
で
の
久
米
島
モ
デ
ル
の
展

開
に
向
け
た
調
査
が
開
始
さ

れ
、
昨
年
11
月
に
は
国
連
気
候

変
動
枠
組
条
約
締
結
国
会
議

（
C
O
P
2
9
）
の
ジ
ャ
パ
ン
・

パ
ビ
リ
オ
ン
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る

ブ
ー
ス
で
「
久
米
島
モ
デ
ル
」

の
動
画
が
放
映
さ
れ
る
な
ど
、

「
久
米
島
モ
デ
ル
」
の
プ
レ
ゼ

ン
ス
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
久
米
島
海
洋
深

層
水
活
用
全
体
計
画
を
基
に
、

海
洋
深
層
水
を
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
供
給
や
食
糧
・
水
の

生
産
に
複
合
的
に
活
用
す
る
持

続
可
能
な
島
嶼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

「
久
米
島
モ
デ
ル
」
の
実
現
に

次
世
代
産
業
の
誘
致

公
共
事
業
の
取
り
組
み
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